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常
任
委
員
会
の
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
！ 
常
任
委
員
会
の
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
！ 

※
各
委
員
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

総
務
企
画
防
災
常
任
委
員
会 

【
平
成
26
年
10
月
23
・
24
日
】 

        

○
静
岡
県
静
岡
市 

静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
静
岡
県
の
施
設
で
あ
り
、

東
海
地
震
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
知
識
と

技
術
の
普
及
向
上
、
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
あ

る
。
静
岡
県
は
、
自
分
の
命
は
自
分
で
助

け
る
「
自
助
」
を
徹
底
し
、
自
主
防
災
組

織
を
約
100
％
の
組
織
率
で
組
織
す
る
な

ど
「
共
助
」
の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
を
支
え
る
「
公
助
」
の
対

策
も
万
全
を
期
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
も
危
機
管
理
の
レ
ベ
ル
は
違
う
が
、
災

害
に
対
す
る
役
割
の
確
認
と
自
助
・
共
助
・

公
助
の
意
識
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
た
。 

  

　
○
静
岡
県
三
島
市 

オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
隊
に
つ
い
て 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
三

島
市
で
は
災
害
発
生
時
に
機
動
力
を
発
揮

し
て
情
報
収
集
を
行
う
バ
イ
ク
隊
を
結
成

し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
災
害
発

生
時
、
市
街
地
密
集
地
域
や
山
間
部
な
ど

で
そ
の
機
動
性
は
大
い
に
期
待
で
き
る
と

感
じ
た
。 

あ
ん
し
ん
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
24   
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
設
置
事
業
に
つ
い
て 

　
三
島
市
は
、
市
内
で
重
篤
な
傷
病
者
が

発
生
し
た
場
合
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
利
用
し
や
す
い
体
制
を
整
備
す
る

た
め
、
市
内
で
24
時
間
営
業
し
て
い
る

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

設
置
す
る
事
業
を
開
始
し
た
。
本
市
に
お

い
て
も
、
救
急
救
命
の
観
点
か
ら
早
急
に

実
施
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
が
で
き
る
人
材

育
成
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
感

じ
た
。 
  

○
神
奈
川
県
秦
野
市 

公
共
施
設
更
新
問
題
に
対
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て 

　
一
斉
に
作
ら
れ
た
公
共
施
設
は
一
斉
に

耐
用
年
数
を
迎
え
、
高
齢
化
と
人
口
減
少

が
進
ん
で
い
る
状
況
下
で
は
、
必
要
性
の

高
い
公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
ま
で
維
持
・
更

新
で
き
な
く
な
る
。
秦
野
市
で
は
、
Ｐ
Ｐ

Ｐ(

公
民
連
携)

の
手
法
を
取
り
入
れ
た

公
有
財
産
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
秦
野
市
同
様
、
将
来

需
要
を
予
測
し
、
公
共
施
設
の
大
胆
な
統

廃
合
を
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
た
。 

     

○
静
岡
県
御
殿
場
市 

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業 

　｢

ふ
じ
ざ
く
ら｣

の
運
営
状
況
に
つ
い
て 

　
同
施
設
は
社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
４
施
設
を
一
カ
所
に
ま
と
め
、

さ
ら
に
市
民
活
動
室
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
併
設
し
、
各
施
設
の
持
つ
機
能
を

最
高
に
発
揮
で
き
る
大
変
利
用
率
の
高
い

施
設
で
あ
る
。
本
市
も
老
朽
化
し
て
い
る

公
共
施
設
が
多
い
た
め
、
今
後
建
て
替
え

を
す
る
に
当
た
っ
て
複
合
集
約
施
設
は
多

い
に
参
考
に
な
っ
た
。 

  

○
神
奈
川
県
平
塚
市 

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に
つ
い
て 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
民
間
事
業
者
が
一
般

廃
棄
物
の
中
間
処
理
を
行
う
施
設
の
設
計
・

施
工
、
及
び
そ
の
運
営
を
一
括
し
て
行
う

Ｄ
Ｂ
Ｏ
事
業
を
採
用
し
て
い
る
。
懸
案
の

焼
却
灰
の
処
理
に
つ
い
て
も
、
性
能
発
注

の
中
で
委
託
す
る
方
法
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
収
穫
で
あ
っ
た
。
南
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
は
、
早
急
な
建
替
え
計
画
を
含
む

検
討
時
期
に
来
て
い
る
と
痛
切
に
感
じ
た
。 

  

民
生
環
境
水
道
常
任
委
員
会 

【
平
成
26
年
10
月
23
・
24
日
】 

教
育
経
済
建
設
常
任
委
員
会 

【
平
成
26
年
10
月
29
・
30
日
】 

▲静岡県地震防災センターにて 
◎栗原、○吉田、杉田、柳、渡辺 
　河内、平塚 各委員 

▲平塚市環境事業センターにて 
◎常見、○小林（雅）、金子、冨永 
　荻原、尾関、黒川、酉田 各委員 

▲高岡市瑞龍寺法堂（国宝）にて 
◎大島、○横山、小林（貴）、中島、 
　小林（克）、中山、藤生 各委員 

◎…委員長、○…副委員長 

議会報告会・意見交換会を開催しました 
     

○
富
山
県
高
岡
市 

世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
事
業 

「
近
世
高
岡
の
文
化
遺
産
群
」
に
つ
い
て 

　
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
し
、
資
産

の
価
値
を
高
め
て
地
道
に
ラ
ン
ク
を
上
げ

る
息
の
長
い
活
動
へ
と
転
換
し
て
い
る
。

特
色
と
し
て
は
市
民
団
体
が
設
置
さ
れ
、

市
民
全
体
で
登
録
を
目
指
す
機
運
を
つ
く

っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
全
体
を
文
化
遺
産

へ
と
の
行
政
の
意
気
込
み
も
感
じ
ら
れ
、

本
市
に
お
い
て
も
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。 

  ○
富
山
県
砺
波
市 

砺
波
市
観
光
振
興
戦
略
プ
ラ
ン
に
つ
い
て 

　
世
界
に
誇
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
技
術
を

有
し
、
一
年
中
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
の
作
業
に
は
若
い
女
性
職
員

が
当
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
冬
に
行
わ
れ

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
も
若

い
団
体
が
中
心
で
あ
り
、
本
市
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
観
光
施
策
に
若
い
力
と
知
恵
を
結

集
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
今
後
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
感
じ
た
。 
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よい 
36％ 

60代 
33％ 

50代 
9％ 

40代 
3％ 

30代 
2％ 

20代 
4％ 

80代 
4％ 

70代 
45％ 

どちらとも 
いえない 
27％ 

悪い 
7％ 

無回答 
30％ 

【参加者年齢】 【報告会の内容はどうでしたか】 

▲第7回 織姫公民館 ▲第8回 毛野公民館 ▲第9回 葉鹿公民館 ▲第10回 山辺公民館 

議会報告会・意見交換会を開催しました 議会報告会・意見交換会を開催しました 
　平成26年11月18日（火）・19日（水）・25日（火）・26日（水）の4日間、織姫・毛野・葉鹿・山辺の各

公民館を会場に足利市議会として議会報告会・意見交換会を開催いたしました。 

　この報告会は、平成25年6月に制定した議会基本条例に基づき、開かれた議会運営の推進を目指し、

市民に議会活動及び市政に関する情報を提供するとともに、市民と議会が自由に情報や意見を交換する

場として、開催しているものです。 

 

★ 報告した主な内容等は、以下のとおりです。 

第1部　議会報告会 

（１）平成26年第2回定例会（6月議会）及び第3回定例会（9月議会）の審議結果 

（２）平成25年度決算の概要 

第2部　意見交換会　　市政及び市議会に関する意見について 

 

★ 参加者数　第7回（11/18）：12名、第8回（11/19）：44名、第9回（11/25）：58名、第10回（11/26）：31名 

　　　　　　　　　　　 

 

★ アンケート結果（抜粋）回収率80.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な意見（一部抜粋）】 

　・議員（議会）がとても身近に感じられました。議会を傍聴したいと思いました。 

　・委員会の活動内容に触れることがなかったので、今回参加して勉強になりました。 

　・市民の関心の高いもの（ポイント）を絞って説明してほしい。 

　・専門用語は少なく、わかりやすい言葉で説明してほしい。 

 

※皆さんからのご意見を参考にしながら、今後の議会活動に生かしていきます。 


